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ザ ミ ャ
ー チ ン の 創作 に お け る 「神話」と 「ダイ ナ ミズ ム 」

草 　　野 　 　慶　　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　 エ ヴゲ ー ニ イ ・ ザ ミ ャ

ーチ ン （1884− 1937） の 三 つ の 中 短 篇 『北 方』 （《Ce−

Bep 》
， 1918）『最 も大切 な こ とに つ い て の 物語』（＜＜Pacclca30caMoM　rmaBHOM 》

，

1923）及び r洪水』 （《HaBoAHeHHe ＞＞
，
1929

， 記載年は い ずれ も執筆年）は ， 作

家の 全 創作時期を四 つ に 分けた場 合の それ ぞれ 第二 期 （中期）， 三 期 （過渡期），

四 期 （後期）に 相当 し ， しか も各時期 の 創作の 基調を 明確 に 反映 して い る 。

ω

よ っ て こ の 三 作品を分析す る こ とは ， 作家 の 生 涯を貫 く主 題，即 ち 「死 と再 生 」

の 主 題の 発見を可能に す る 。 事実 ， 作品 中の 登 場人物が 経験す る 「死 と再生」

は プ ロ ッ トそ の もの か ら も容易に 抽出す る こ とが で き る 。
  当初小説 中の 登場

人物の 上 に 明 らか となる こ の 「死 と再生」 の 主題は ， しか し更に 分析を進め る

と ， 「個」 か ら 「種」 へ の 展 開 ，
つ ま り， 個人 の 枠を越 えた 全人類的 な もの ，

しか も一 回 的な 歴史性 で は な く永劫回 帰 な る もの へ の 展 開を包含 して い る こ と

が認識 され る の で ある 。
こ の 過程 で 重要 な役割を果た す の が 神話で ある。 神話

は ， 様 々 な形式で 作 品に 浸透す る こ とに よ り， 個人的で
一

回 的な規模 と問 題意

識 を全人類的な もの へ と変え る 。 そ の 結果 ， 当然 の 如 く， こ れ ら三 つ の テ キ ス

トは 「死 と再生」 とい うそれ 自体神話的な モ チ
ー フ や イ メ ー ジ に 彩 られ，神 話

的構造を もっ た テ キ ス ト とし て構築 されて い る こ とが証 明 され よ う。 た だ し ，

ザ ミ ャ
ー

チ ン の テ キ ス トは 決 して 単 な る神話 の 模倣で は な く， 神話か ら逸脱 し

て い く要素 を孕み ， その 上 で神話 の 機能 に お け るス タ テ ィ ッ ク な側面を活性化

す る 。 そ して ， こ の 神話 か らの 逸脱 と， 神話の 活性化 の 有 りよ うに ， ザ ミ ャ
ー

チ ン の 創作の 特質が 隠されて い る の で ある
。 本稿の 目的は ，

こ の 特質を詳 らか

に す る こ とに ある
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 皿

　で は まず ， 実際 の 作品 中に お け る 神話的 イ メ
ー ジや モ チ

ー
フ （テ キ ス トの 構

成要素 の レ ベ ル ）の 検討を 始め た い
。

こ こ で は 聖 書に 由来す る もの が我々 の 目
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を 引 く。 『北方』 は 旧約 ヨ ナ 書の 導入 とい うか た ち で こ れ を裏書 きす る
。 以

一
ド

は そ の 要約 で あ る。

　 「預言者 ヨ ナ が鯨に 呑込 ま れ る （本来の 聖 書 に は 「大 きな魚」 とあ る の み で

「鯨」 の 明示は な い が ，
ス ラ ヴ語の 翻訳 で は 「鯨」 とな っ て い る ）。

13）神は 預言

老に 対する 鯨 の こ の 行為 を責め ， ヨ ナ を吐 き出す よ う命ず る （聖 書で は 神自身

が ヨ ナ を 魚に 呑込 ませ る）。 鯨は 三 日の 間迷い （聖書に こ うし た 記述は な い ），

四 日 目に ヨ ナ を 吐 き出す 。
こ こ か らが 作者 の 完全な 創作に な る が ， こ の 鯨は 褒

美 と し て 不 死 の 運命 を定め られ る 。
こ の 聖 な る鯨 に も りを突 き立 て た ロ シ ア の

捕鯨船が ヨ ナ と同 じ く呑込 まれ る 。 船員た ちは 鯨の 胎の 中で 祈 り赦 しを乞 い ，

こ れを得た 者 は 吐 き出 され て 森へ 隠遁す る 。
「鯨の 胎か ら出た 賢者」 は 自然 と

の 交感の うち に 日々 暮 し ， 死 さ え も歓迎す る 。 そ の 中の 一 人が マ レ イた ち の 部

落の 外れ ， 道が左 右に 分れ る場所 に住 ん で い る
。 名は イ ワ ン ， 年齢は 百 と も二

百 と も知れ ない
。 」 （344−345）

　こ の ヨ ナ 書 の 物語 は 原典 の ご く
一

部で ， しか も大幅 な 改変を受け ， 引用 箇所

は 鯨に 呑込 まれ る 部分 の み で ある こ とを考慮す る と， 作者の 意図 が鯨 （その 胎）

に 死 を， ヨ ナ の 生 還に 死 か らの 帰還 ・ 再生を象微 させ る こ とに あ っ た こ とは 明

白だ 。
ヨ ナ の 体験を反復す る賢者 ， とい うオ リジ ナ ル は 「死 と再生」 の モ チ

ー

フ を強化 し ， そ の 変身が 肉体に と どま らぬ 精神 の 「死 と再 生」 で ある こ とを示

す 。
こ の ヨ ナ 書の 挿話は 一 見唐突な 印象を与え る もの の ， 作品全体 の 主 題が主

人公 男女 の 「死 と再生」 で ある と想起す れ ば ， そ の 必 然性 が知れ よ う。
こ うし

た 聖 書神話の 導入 は 既 に 個人 の 物語に ある種の 奥行 を 添えて い る が ， 『北方』

が三 作品 中で は 最も 「個 か ら種 へ 」 の 展開が 見えに くい 作品で ある こ とは 確か

で あ る 。 しか し問題は ， 作品 の 舞台 とな る北 国の 寒村の 自然 と
一

体化 した 人 々

の営み に ， 循環的時間， つ ま りプ ロ ッ ト全体を包む大 きな神話的時間が導入 さ

れ て い る こ とに 存す る の で ある （後 に 再度言 及）。

　 『最 も大切 な こ とに つ い て の 物 語』 で は ， 地球 と衝突せ ん とす る星 の 上 で 展

開 され る物語に 注 目 して み よ う。
こ の 星 で は 「今 日が最後」 とい う認識が な さ

れ ， 四人 の 住人は み な裸 ， 更に ，

　 「今や最後の 〔空気の 〕瓶 と最後の 五 人 が残 っ た 。 彼 らは 種族 で L 国民で ，

民族 だ 。 」 （417）（下線は 筆者に よる 。 以下同 。 ）

　最後 とい う語で 強調され る黙示録的状況の 中で ， 裸の 各 々 が種族 ・国民 ・ 民

族だ とい う記述は 遥 か 遠 き族長 の 時代 ， あ る種の 創世記的 ヴ ィ ジ ョ ン を抱かせ

る 。 それ を 証明す る よ うに ，
こ の 星で は ア ダ ム とイ ヴ の 物語 が再現 されて い る 。
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　 厂女の 乳房は 温か く， 尖 っ て ， 甘 く， 彼女は 香を放ち ， 彼女は 私 〔＝ 男〕に

囁 きか け る
。 緊張 した 筋肉 と ， 皮膚 と ， 唇 と， 身体を もっ て 私は 知 る 。 そ う，

それが 正義 なの だ
。 私 が生 きるべ きなの だ ， 私 と彼女が 。 （中略）

　ナ イ フ を 取 ろ う… … （中略 ）彼 〔； 男〕は 後 を振 り返 り， そ して 見 る 。 自分

の 動 き一
つ

一
つ に 凝然と した 〔女の 〕緑 の 目が注がれ て い る の を

。
目を細 め ，

身震い しなが ら， 男は 死 人 の 指 か らナ イ フ を 引 っ こ抜 く。 」 （423）

　 こ れは ， 残 り少ない 空気 を独占す る た め に 男が盲 目の 少年 を殺害す る場 面 で

あ るが ， そ れ を 促す の が 女で ある こ と に 留意 した い
。

こ の 星 の 創世記的ヴ n ジ

ョ ン の 中で ， 恋人， つ ま りア ダ ム で あ る男を罪 へ と誘 う女 ・イ ヴ の 姿が投影 さ

れ て い る と予想され る か らで ある
。 と こ ろで ， 創世記中で 人間の 罪を語 る も う

一 つ の 物語 とい えば カ イ ン とア ベ ル の それ が想起 され よ う。 作 者は 周 到に こ の

モ チ ー フ を もテ キ ス トに 忍び こ ませ る 。 とい うの も， 男 と少年が 曾て 等 し く

「母 」 の 子供 で あ っ た ， 則 ち兄弟で あ っ た こ とを思い 起せ ぽ ， こ こ に か の 兄弟

殺 しの 物語の バ リエ
ー シ ョ ン を 見出す こ とが で きる の で あ る

。
そ の 証拠 に ， ア

ベ ル を 殺 した カ イ ン が神か ら一 つ の し る しを受けた よ うに ， 男 も以後 ある し る

しを担 う。

　 「そ れか ら彼女 〔「母 」〕は も う
一

入 の 方へ 男の 方へ と近 付い て くる 。 男の

頗骨が ， 鼻孔が ， 微か に 見分け られ る ほ どの 窪み の あ る上 唇が震 え る 。」 （426）

　こ の 上 唇 の し る しは こ れ 以前 に は 全 く言及 され ず ， 殺害決行 の 直前か ら突如

現れて 何度か 反復 され て い る が ， ザ ミ ャ
ー

チ ン は ， 冒頭か ら結末 まで
一

つ の イ

メ ー ジ さえ断片的に は お か ず ， 緊密に 連結 した イ メ ー ジ の 体系 を構築す る作家

で あ る 。

（4） よ っ て ，
こ の 唐突 な し る しの 出現 は か な り奇妙で あ り， 何 らか の 意

図 を もつ と考え るに 十分な の で あ る。

　 こ うした 個 々 の ア リ ュ
ージ ョ ン や イ メ ー ジ は ， すべ て が合わ さ り，

一
つ の 結

論を 導 く。
こ の 星 は ， 黙示録的な終末の 雰囲気 の 中で 創世記 とい う始原 の 物語

を再現す る ，
つ ま り黙示録 と創世記を併置する こ とに よ り， 「死か ら生へ 」 の

主題 を効果的に 呈示す る
。 無論 こ の 「死 と再 生」 は ， 神話的な基盤 を得て 全人

類的 ・ 宇宙的 ス ケ
ール を獲得 し ， 個か ら種 へ の 展開を保証 され る 。 踏み込 ん で

言えぼ ， 本作品に お け る黙示録 と創世記 の 併置は ， 作品に 「現代の 神話」 た る

資格を 付与 し て い る と言 い 得 る の で ある
。

　 さて 『洪水 』 で ある が ， 同 じ 「死 と再生」 の 主題を扱 っ た 『最 も大切 な こ と

に つ い て の 物語』が そ の 全人類的意義を認め られ て きた の に 対 し， こ ち らは あ

くま で 個人的な 「死 と再生」 の 物語 と して 捉え られ る ， とい っ た 先行研究上 の
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傾向が存 した ♂5〕しか し こ れ は 勿論問題 の ある解釈 と言わ ざるを得ず ， r洪水』

に も当然の 如 く個か ら種へ の 展開が 見て とれる 。 そして こ こ で 重要な役割を担

うの が ， また も神話なの で ある 。 まず小説は ， 黙示録的雰囲気に 満ちて い る 。

　 「ソ フ n ヤ は オ フ タ へ と通い 出 した
。 そ こ で は 黄色い 禿 げ頭の フ ヨ

ー ドル と

い う靴
．
匚が ， 『第三 の 聖書』〔6｝な る もの を 説い てい た 。 （中略）靴工 の フ ヨ

ー ド

ル は ， 間近に 迫 っ た 最後の 審半IJに つ い て 語 っ た 。」 （483）

　 「相変らず明 る く脆い 感 じの す る 日が続い て い た が ， た だ 昼 は 日増しに短 く

な っ て い き， ま る で 今 口か 明 日に で も蝋燭 の 燃差 しの よ うに ば っ と最後に 明 る

い 炎をあげ ， あ とは 暗 く， すべ て に 終 りが くる よ うな感じだ 。 」 （494）

　特に ， 第一
の 引用 中 の 「最後の 審判」 とい うキ リ ス ト教神話 の 採用は ， 無論

個人的な 「死 と再生」 の 主題の 呈示 の み を 日的 とす る の で ぱ な く， 世界の 終末

と新た な創世を 語る黙示録の ヴ ィ ジ ョ ン を 導入 す る
。 即ち ，

こ れ に よ り， 個人

的 な ス ケ ール は 歴史的 なス ケ ール へ と変貌を 遂げる 。 そ して ， こ の 黙示録の ヴ

ィ ジ ョ ソ を更に 強化 し
， ある点で 修正 して い るの が洪水神話の ド層テ キ ス トな

の で ある 。

　小説の タ イ トル で あ り，
プ ロ ッ ト進行 ， イ メ

ー ジ構築 7｝
の 上 で も大 きな役割

を果たす 「洪水」 は ，黙示録等 の キ リス ト教的 コ ン テ キ ス トか らい っ て まず有

名な ノ ア の 物語を想起 させ よ う。 そ して 「ノ ア の 方舟」 が示 す通 り， 洪水 の 第

一一me的本質は ， 歴史の 終焉 と更新で あ り， 人類の 罪の 浄化 とそ の 後の 新た な再

生の 用意 で あ る調 しか しこ こ で 忘れ て は な らない の は ， 同様 の 洪水神話が ，

決 して キ リ ス ト教に 固有の もの で は な く世界中に 分布する普遍的な神話で ある

とい うこ とだ 。

〔9） こ の 前提に 立 っ て再考する と ， 「線」 か ら 「円」 へ
， とい う図

式が浮上 す る
。

　 「洪水伝説の ほ とん どすべ て は ， 人類が水に 再び吸収 されて し ま うとい う観

念 ， そ して 新 しい 人類 とと もに 新 しい 時代が 開始 され る とい うこ とに結びつ い

て い る
。

これ は 宇宙 と歴史 とが循環す る とい う考え方を あらわ し て い る 。 （中

略）人類は そ の 「罪」 の ゆ えに ， 洪水や 氾濫で 周期的 に 消滅す る （太平洋沿岸

の 大部分 の 神話に よ る と， 大災害の 原因 は 儀礼上 の 過誤に よ る）。
しか し人類

は 決定的に 絶滅 して しまわ ず ， 新 しい 形 を と っ て ， 同 じ運命を 負っ て 再び 出現

す る が ， やが て また 同 じ災害が く りか え し起 ぎて ， 人類を呑み こ ん で し ま うの

で ある 。 」に
o）

　 こ うして エ リア ーデ も述べ て い る通 り，
こ の よ うな更に 古代的で 異教的な 洪

水神話 に と っ て ， 「洪水 」は 一
回性の もの で は な く周期的に 反復され る も の に
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他な らない
。 しか も留意すべ きは ， ネ ヴ ァ 川の 洪水 自体が もつ 周期性が実際の

作品中で も強調され て い る とい う事実で あ る 。
つ ま り， こ の 小説の 時間構成は ，

キ リ ス ト教的線的時間概念で は な く，循環的な時間概念に よ っ て規定され てい

る 。 だ か ら こ そ ， 宇宙 と歴 史の 死 と再生 の 永遠 の 循環の 概念が ， よ り明確に ，

鮮明に ，
ク ロ 　 一一ズ ・ ア ッ プ され て くるの で ある

。

　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 m

　さて ， こ こ で 小説 の 時間とい う聞題に 踏み 込 ん だ 今 ， 自然 との シ ソ ク ロ ニ ズ

ム に 由来す る循環的時間輙 （テ キ ス トの 構造 レ ベ ル ） とい う視点 か ら ， テ キ ス

ト内の 神話的構造に 注 Rす る こ とが可能に な る 。 個人的 ドラ マ を 内包 した 全人

類的な 「死 と再生 」 の 主題 は ， 必 然的に小説 の 循環的時間構成を 要請するの で

ある 。 事実， 三 作品を 仔細に 検討する と ，
テ キ ス ト内の 時間が その 通 りに 構成

され て い る と判明す る 。
こ こ で 述べ る循環的時間 とは ， 四 季や 二 十四 時間中の

太陽の 運行 ， 加えて 洪水周期 とい っ た 自然の 中の 循環的時 間を指 して い るが ，

こ うした 時間 自体が既 に死 と再生の 無限の 循環で あ る以上 ，
こ れ は 当然 の 帰結

と言え るで あろ う
。 小説中の 事件は ， なべ て こ の 死 と再生 の サ イ クル に 従 っ て

起 こ る 。 図表 1 に ， 『洪水』 の 「時間」 を視覚化 して み た
。

図表 1

章1

秋 （革命直後，物資

不 足の 言及）

1・ シ リエ 鳩

春

夜 　　@ ネ
9

一
フ
ー丿

の水位増

1

 
． そ の

日

F

章 コ
ル チ ャ ー

ク

殺 旨 1（正 92

j の頃 1 物 資，

業の 回復 昼 間 トロ フィ

ムは工場 へ 　r エ場は秋」 ［勉｝の 塞

の
よ う な 感 じ

\ フ ィ ヤ
の

緊
張 トロフ

ィ ーム， 2t！z ＝71 一 塾…

王穴」 ． を
感 じ る 陣 庭 で ガ ー二湘 懸

フ
ィ ヤ は 女 医 に ガ ー
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カ

の 父 麟 鱒ね る 1 ガ ー ・ カ の
父
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gガ ー 功 鱶 処 越適 雌 「 1 卜 ・
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冬 へ

章3

夏

秋

4 章

5章

章

へ

6

冬

12月の タベ

い つ もよ り遅

い 春

蒸し暑い 雨 の

な い 夏

秋に し て は 暖

か い
一

日

洪水

3週問後

再 び水位上昇

昼す ぎ

夕刻 ， 日没時

夜

翌朝 ，
マ ロ ー

ズ

1ソ フ ・ ヤ空貅 親

ソ フ ィ ヤ ， 空家に 灯が とも り子供達が遊ん で い

るの を発見 。

一人 は ト ロ フ ィ
ーム に似た子供

ソ フ ィ ヤ の 教会通い 始 ま る

教会通 い はや め ， 癲癇の靴屋 フ ヨ
ー ドル の もと

へ 通 い 始 め る

ソ フ ィ ヤ は ， ト ロ フ ィ
ーム とガ ーニ カ の 密通を

知 る 。 以後密通は 公然 と行なわ れる

昼間は ガ
ー

ニ カ とこ 人 夜は 毎晩 ト P フ ィ
ー ム

が ガ
ー ニ カ の も とへ 忍ん で い くの を聞く

水が引くまで の 3 週間，一
家で階上 の ペ ラ ゲ ー

ヤ の 部屋 へ
。 この 間 ト ロ フ ィ

ー ム は ガ
ー

ニ カ の

もとへ 行けず

階下の 元の 部屋へ 戻る

ソ フ ィ ヤ ， ガ
ー ニ カ を殺害　遺体は 分断

ソ フ ィ ヤ ， ガ
ー

ニ カ の 死体をス モ レ ソ ス ク へ 埋

め に 行く。 帰宅 して 体を洗い ， 着替え

ト ロ フ ィ
ーム 帰宅 ， ガ ー ニ カ の 不在に 苛立つ

。

ソ フ ィ ヤ と同衾

ソ フ ィ ヤ の 精神的安寧 ， そ の 夜 も夫 と同衾

日増しに 短 くな る昼， ソ フ ィ ヤの 「終 りがや っ

て くる よ うな 」予感
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春へ

7章

季節の 叙述は ない が

妊娠期間か ら推 して

晩春か ら初夏

5 月〜 6 月 ？

日中

晩方 ， 雨

明け方

洪水（幻 覚？）

ソ フ ｛ ヤ の 盤烋り塞調， 夫へ の 妊娠告白

妊 娠の 喜び を感 じなが ら 「終 りが近い 」 「早 く

但か し なけれ ば」 とい う観念に 悩 まされ る

・ 工 場で事故死 した ト ロ フ n
一ム の 同僚 の 挿話

1 ソ フ ィ ヤの 出産 ， 授乳

i
レ フ ・ ヤ灌 褥熱の 発病

i入院絶 。ずガ
． 。 カ 、そ 。 館 。 夢 幻覚に

腿 さ 泌

ソ フ ィ ヤ ， i逖 彑 告白

ソ フ ィ ヤ の 生命は 助か る との 女 医 の診 断，刑事

の 登場

　こ の 図表か ら ， 以下 の 結論が得 られ る 。 即ち， 春に は誕i生や 精神的蘇生 ， 夏

に は 性生活 ，
つ ま リプ リ ミテ ィ ヴな生命力 の 頂点 ， 秋 に は 死や精神的不毛 ， 冬

に は 終末感 と同時 に 再生 へ の 予感が ， それ ぞれ 対応 し て い る と。 小説中 の 事件

の 性格は ， 全 て そ の 時間的背景 となる季節の 象微内容に よ っ て 決定 され るの で

あ る。 更 に 同 じ く 『洪水』 中か ら ，

　「ソ フ a ヤ は 給油工 に つ い て ， 死 に つ VXて 考えた 。 死は ま钁 纏強蓮 と

だ とい う気が した 。 ち ょ うど太陽が沈み ， 暗 くな り， それで も再び昼が や っ て

くる の と同 じよ うに 。 」 （497， 夫 の 同僚 の 事故死 に つ い て の ソ フ ィ ヤ の 感想）

　 こ こ で は ， 人 と太陽 （二 十 四 時間 中の 運行に 関 して ）の 死 と再 生 の サ イ ク ル

が重ね 合わ され ， 両者の 循環性が 確認 され て い る
。

　 さて ， こ うした 検討の 結果確認 され た テ キ ス ト の 循環的時間構成 に ， 何 らか

の 解釈を与 え る こ とが必 要 とな るだ ろ うが ， そ の 際に K）．ロ トマ ン の 「神話的

テ キ ス ト定義」 は 有効 な指針 とな り得 る と判断 し ， こ こ に 援用 す る こ と と す

る
。

ロ ト マ ン の 論文［11｝か ら本稿の 主 旨に 関連す る部分 の 簡単 な要約を行 な っ て

み よ う。 著者に よれ ば ， プ ロ ッ トの 起源 と して は 二 つ の 対立 す る テ キ ス ト ・ タ

イ プが考え られ る 。

一 つ は 線的時間運動を特色 と し ， 変則や偶然惟の 出来事 を

記 録す る 「歴 史的 テ キ ス ト （ク Pt　 ＝ ク ル 。 年代記 タ イ プ）」， も う一 方が 「神話
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的 テ キ ス 1・」。 現 代の テ キ ス トは こ の 二 つ の テ キ ス ト ・タ イ プ の 相互 作用 の 結

果 生 まれ て い る 。 さ て ，神話的テ キ ス 1・の 属性は 多 々 挙げ られ て い るが ， ザ ミ

ャ
ー

チ ン の テ キ ス トを神話的な テ キ ス トと して 捉え る とい う当面 の 日標の た め

に は ， 次の 三 点が 重要 と思 われ る
。 それ は 第一一

に 循環的 時間 運動 へ の 服 従 ， 第

二 に 「は じめ 」 と 「お わ り」 の カ テ ゴ リーの 欠如 ， 第三 に 死 と再生 の サ イ ク ル

で あ る 。 第二 ， 簾三 の 属性 は 自然 の 時問 との シ ン ク ” ニ ズ ム に 由来 し ， よ っ て

第一 の 属性に 付随す る も の で もあ る
。 終末論的 テ キ ス ト （ex ．黙示録）は ，

「は じめ 1 の カ テ ゴ リーは さ ほ ど明確で は な い が ， 「お わ り」 の そ れ が 明確 で

ある こ とか ら ， 神話 の 拡散の 第一 の 実例 と して 挙げ られ る
。

　循環的時 闘 運動 へ の 服 従 ，
1は じめ」 と 「おわ り」 の カテゴ リーの 欠如 ， 死

と再 生 の サ イ クル
。

卩 ト マ ン の 定義に 依拠すれ ば ，
こ れ らは 全 て神話的テ キ ス

トの 基本的機能で あ り， 従 っ て ， ザ ミ ャ
ー

チ ン の 三 つ の 作品は い ずれ も，
こ の

要 素を 自らの 小説 テ キ ス トに 取 り込 ん で い る神 話的 ミ ク ロ コ ス モ ス で ある こ と

が 明 らか に な る の で ある 。
こ こ で 再度 ， 三 つ の テ キ ス トを検討 して み よ う。 と

い うの も， ザ ミ ャ
ーチ ン の 神話的 テ キ ス トの 構成 要 素 と して 筆者が 取 り上 げて

ぎた もの は ， 主 に 聖 書神話に 由来す る モ チ ー フ や イ メ ージ で あ っ た の に 対 し ，

ロ 】・マ ン が提出 した の は 更に 古代的か つ 広範囲 に わ た る神話の 枠組だ か ら で あ

る
。

そ の 結果，「死 と再 生」 の 世界像 も， キ リX ト教的 「霊」 の 復活 の 概念か

ら 「肉」 の 不 朽の 生命の 概念を その 基 礎に 据え る よ うに な る で あろ う。
『北方』

中 の ク パ ー ラ 祭の 描写 は ， こ れ を立 証す る格好の 材料だ
。

　 「ク パ ー ラ 祭 の 日は ひ どい 暑 さだ っ た 。 岸 も ， 赤い 花 崗岩 も熱 くな り ， ド方

か ら暗い 色を した 大地 の 血 が 立 ち昇 っ て ぎた 。 鳥や鱈や ， 腐 っ た緑 の 海の しぶ

ぎの 鼻を つ く堪 え難 い 匂い
。 霧を透か して 巨大 な真紅 の 太陽が どん どん 近付い

て くる 。 そ して こ れ を迎え て 海 は 暗い 色 の 血 で 満た され， そ の 白 い 胸を膨張 さ

せ ， 逆 立た せ る 。 （中略）

　部落 に は 誰…
人残 っ て は い な い

。 （中略）皆 ， ト ゥ ネ ジ マ 川の 岸辺 に 集 っ て

い る
。 向 うの 野原で は 白い 苔が踏み 躙 られ て ，

い よい よ白 く， ま こ うこ とな き

真珠の よ うな霧 が た つ
。 焚 火か ら煙 の 柱 が 立 っ て い る の だ

。
三 絃の ギ タ ーが静

か に 流 れ， 霧の 中で 人影が 舞い ， 互 い に 行 ぎあ うと霧の 彼方 へ と消えて い く。

ラ ッ プ ラ ソ ドの 若者は ， ゆ っ た りと した 動作 の 淡黄色 の 髪の 当地 の 娘た ち と ，

当地 の 若者は ， 黒髪 の ラ ッ プ ラ ソ ド娘 と 。 」 （347）

　 ク パ ー ラ祭 の 日の CTHX 朋 と人 々 の 高 ま り 。 性的興奮の 合致は ， 古代的 な神

事の 最 高潮で あ る ナ ル ギ ー
へ と連結す る イ メ ージ とな り， 要因 とな る 。

こ れ は
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明 らか に ， 夏至 を迎え て そ の 力の 高み に 達 した 自然 と共 に 遂げ る人類 の 再生 ，

人 類全体 の 生命の 連続性 の 確保を保証 し， 以前は 見 え に くか っ た 『北方』 に お

け る 「死 と再生」 の 個か ら種へ の 展開を証明す る 。 と同時に ， ザ ミ ャ
ーチ ン が

「神話」 に よ っ て示 した 個 の 死 を契機 とす る種 の 不 死性は ， 完全に フ ィ ジ カ ル

な もの と して 読者 の 眼前に 立ち現れ る の だ
。

こ れは ， 霊 の 復活を 旨とす る聖書

神話が既 に そ の 概念を変更 さ せ られ て 導入 され て い る こ とを示す 。 時間 とい う

側面 か ら見て も ， そ の 循環性ゆ えに 相対的に 時問の 価値を下 落 させ ，無時間的

世界に 近い 古代神話は ， あ る程度の 歴 史性を備え た 聖 書神話の 世界とは ， 根本

的に 異質の もの と言 え よ う。
で は ， 作品 を彩 るあん な に も多 くの 聖 書起 源の モ

チ
ー

フ は ， イ メ
ー ジ は ， い か よ うな説 明を与え られ るべ きか

。
こ こ で 初め て 我

々 は ， ザ ミ ャ
ーチ ン の 「ダ イナ ミ ズ ム 」 とい う概念に 近付 く。

ザ ミ ャ
ー

チ ン の

「神話1 とは ， キ リス ト教神話の 「霊」 と線的時間概念に 古代神話 の 「肉」 と

循環的時間概念を ， 或い は 対峙 させ て 二 者間 の 力動性を 生み ， 或い は 合体 させ

て 弁証法的に 止 揚 して い くもの なの で あ る
。

ザ ミ ャ
ー

チ ン が ， 上 に 挙げた よ う

な フ ィ ジ カ ル で 異教的な 神話 に 傾斜 して い っ た 理 由の
一

つ は こ こ に あ る。
だ が ，

こ の よ うに して 生 じる 作品 中の 美的 価値は ， 彼の 創作の 本質の 顕現 の
一 例 に 過

ぎぬ 。 そ れ を探 る た め に は ， 更に 「神話」に つ い て 考察を深め る必 要が ある 。

　 「神話」 が 本来持 つ べ き機能 とは 何か
。

ロ トマ ン は そ の r神話」 の 定義を レ

ヴ ィ
＝ ス ト ロ ー ス の 神話概念に 依拠 して い た 。

よ っ て こ こ で もそれ に 従 っ て み

よ う。 そ して 偏向の な きよ う，
メ レ チ ン ス キ イ の それ を も合わ せ て 参考 とす る

こ と と し よ う。
レ ヴ ィ

＝ ス ト PU 一 ス は 神話を 以下 の よ うに 説 明 し て い る 。

　 「神話 とは まず， （中略 ）非 常に 占い 時代に お こ っ た こ との 物 語 で す 。
しか

し同時に こ の 太 占の 出来事は ，
い ろい ろ の 事物 が どの よ うに して で きた か ， 現

在 ど うな っ て い るか ，将来 どの よ うな 形 で残 るか とい うこ とを 説 明 し ます 。 ＠

え に 神話 の 第一
の 性格 は こ の 「時闘統合機能」 で す。 それは ， 過去に よ っ て 現

在 を説 明 し， 現在に よ っ て 未来を 説明 し て ， ある 秩序が現わ れ る とそれ が 永久

些箍≦一⊆と」を確認す るもりです 。 」
〔12〕

　 レ ヴ ィ
＝ ス ト 卩 一 ス が ， 神話 を秩序 の 維持 の 確 認 と して 捉え て い る こ とが分

か る 。 また メ レ チ ン ス キ イ は ， そ の 著 『神話の 詩学』圖 第二 部中の 「神話 の 機

能上 の 志向」 の 中で ， 神話の 機能 を次 の よ うに 解説す る
。

つ ま り， 神話 は ， 説

明 で きぬ もの ，秩序 を支 えた蔦藤を排除 す る 。 神話は 社会 と宇宙 の 秩序 を説 明

一 25 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

し ， 承 認す る 。 そ し て こ の 秩序を 支 え る た め に ， 入 間 と世 界を 説明す る の だ ，

と
。

メ レ チ ン ス キ イ もまた ， 神話が 内在させ る秩序へ の 志向を強調 して い る と

納得 で きる で あろ う。 更に ， 神話 の 基本的機能 と して レ ヴ ィ
＝ ス ト ロ ース

，
メ

レ チ ン ス キ イ の 両者が強調す る の が ， 対立す る二 者 の 調停機能で あ る
。

　 「神話的思考 とい うの は ， 常に 対立 の 認識か らそ の 進歩的調停へ と作用す る 」

　 「神話の 目的は 矛盾葺 墨ま登論理飽雪ズ彑 を用意す る こ と」圓

　 さ て ， こ うした 神話の 概念規定を前提 とす る と， 神話 とザ ミ iV　 一チ ン の 「神

話的 テ キ ス ト」 との 相違 と矛盾が露呈す る 。 その 理 由は 他で もない ， ザ ミ ャ
ー

チ ン の テ キ ス トが ， そ の 構築 ， そ し て 「死 と再生」 の 世界像の 実現の 双方 に お

い て ， 「ダ イナ ミズ ム 」 の 維持を そ の 基本理 念に お い て い る こ と に あ る 。
ザ ミ

ャ
ーチ ン の 弁証法 的思考は ， 前述 した キ リス ト教神 話 と古代神話 の 止揚に も表

れ て い る が ， こ こ で 言 う 厂ダイ ナ ミ ズ ム 」 も また ， い わ ば弁証法的 ダイ ナ ミズ

ム で あ り， 二 項対立 の 存在や二 者の 相克 ， そ して そ の 止揚 ， こ の プ ロ セ ス の 永

遠 の 継続を 含意 して い る。 以 下 に ， ザ ミ ャ
ー

チ ン の テ キ ス ト構築 と 「死 と再

生」 の 世界像に どの よ うに こ の ダイ ナ ミズ ム が関わ っ て い るか を ， 具体的に 検

討 して み たい
。 例 えば 『北方』 に お け る二 項 対立 は ， プ リ ミテ n ヴ な もの   と

ア ン チ ・ プ リ ミ テ ィ ヴな もの と して顕在化す る。 図表巫は ， 縦に 既述の 循環的

時間軸 ， 横 に＝二項対立 の 各 々 に 代表 され る空間 を 配 し ， 『北方』 の 構造を説明

した もの で あ る 。

図表∬

iガ ミ テ 、 ヴ 、 ズ ム レ・ チ ヴ ・ … ヴ ・ ズ ・

1． ・ イ 翻

1コ ル トマ の 店 　 　マ ト リ ョ
ー

ナ 登場

；し讐 轢 獅 。圃

イ ワ ン 登場

魑

1
鸚 蘿轟轟毳編 壅唖1

v レ イ の 魚釣 り・
ペ ー

リ カ との 出会い 　夏　　　　 コ ル 1．　v の 店　ペ ー
リ カ ，

コ ル

　　　　　　　　　　　　
ラ ヅ プ1ン ド

今
到着

鵬
ひ 轍 く コ ル トマ 夫 1
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Kynana の 夜 祭 り

時 闇に 消え る恋人た ち

マ レ イ の 憧れ ， 夢想 ，
ペ ー

リ カ を無視

は え縄の 釣針が切 られ る事件

マ レ イの 犯人探 し → ペ ー リカ

紅葉， 乱れた 苔 （熊の 交尾 の あと）

マ レ イ の 銃殺はか る ペ ー
リカ ，

就

｝

・ ρ一」」」

事件

リカ

尾 の あと）

リカ ， 愛の 成 秋 へ

に1二灘
テ ル ブ

i1
ロ ル トマ ，古い 捕鯨

場 に

ラ ッ プ ラ ソ ド人出発 ，
ペ ー ・力 峨 る 1

夜

太陽 ， 流氷 に の り戯れ る男女

マ レ イ とペ ー リカ の プ リ ミ テ ィ ヴな愛

の 生活　苔の 寝台 ， 緑 の 花冠

冬

春

1 夏
L

ペ テ ル ブ ル グ とそ の 街灯 の

古い 捕鯨船工 場壊し缶詰工

ラ ッ プ ラ ン ド人到着

マ レ イ ， 無 口 に な り夢想に ふ け り ・r

臆 謂 響醗 臨終。 際イ

　ワ ン と対話

マ レ イは街灯づ くりに熱中， ペ ー… ・…

　リ カ の 孤独

ペ ー リ カ ，
OCTpora で ロ

ル トマ か ら身を守 る

飢え の た め ，

秋

冬

マ レ イ ，
コ ル トマ の もとへ

o
ペ テ ル ブ

ル グ，街灯に つ い て 吹 き込 まれ る

コ ル トマ
， 出資者 として足 しげ く通 う

1コ ル トマ に よ る ペ ー
リカの 誘惑

　　　　　　　　　　　　　　 ’　罰　一　　　　　　　　 ．

　　　　　　　　　　　 1
ペ ー

リカ 自分の 鹿を殺す i

街灯作 りに 熱 中 し ，
マ レ イは ペ ー リカ

を パ ーテ ィ へ 行か せ る

翌朝番頭イ ワ ン に よ る裏切 りの 暴露

相変 らず街灯に夢中の マ レ イ，ペ ー
リ

カ絶望

へ春 コ ル トマ 家の謝肉祭の パ ーテ ィ

ペ ー リカ の 裏切 り
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iの 生活

…猟 ， 首を取 られ もが く鴨

［　　 篶鑑璽璽ヨ
汰 陽・渺 烏 再び マ ・ イ と ペ ー リ カ 哮ま i

　 　　 　 故意に 銃を装嗔せ ぬ ペ ー
リカ

熊の 襲撃，死ん だふ り， 熊に 苔をか ぶ
’

1せ られ る 。 その 中で か つ て の よ うな

i ペ ー
リカ の マ レ イへ の 殺 意

111

昨夏の 二 人 の 愛の生活の 場所
1

旨熊狩 り
1

魔擁 接吻

夏

へ秋

　 こ の 図表を 見る と ， 本作品 が マ レ イ とペ ー リ カ が 体現 す る 「P シ ア 」「北方

の 田 園」 と ，

一
＝ ル ト マ の 「西洋」 「ペ テ ル ブル グ」 との ， 二 つ の 世界に よ っ て

構成 され て い る こ とが明自となろ う。
プ r・ ッ トは ，

二 つ の 世界 が交互に 近い 形

で 呈示 され て や がて 両者が 関わ りを 持 ち始め ， そ の 衝突 と相互浸透 に よ っ て 動

い て い く。
つ ま り 「プ リ ミテ ィ ヴな もの 」 と 「ア ソ チ 。 プ リ ミテ ィ ヴな もの 」

に よ っ て小説 の 空間は 二 分 され ， 二 空 問の ダ イ ナ ミ ズ ム に よ っ て プ ロ ッ トは 進

行 して い く。
そ して こ の 二 空 間の 併存 と ， 逆転や侵食を 含む ，即ち動的 な創造

性 を孕 ん だ 二 項対立 こ そ が ， ザ ミ ャ
ー

チ ソ が創作方法 と して弁証法的ダイ ナ ミ

ズ ム を使用 した 結果 なの で あ る 。 た だ し ， こ こ で 忘れ て は な らない 点が 二 点あ

る
。 第一

点は ， 二 項 の 対立 が最終的に ， 両 者ある い は 少 な く と も一 方 の 側 の

「死 と再生 」体験の 契機 とな る とい うこ とで ある
。

コ ル トマ に 代表 され る 「ア

ン チ ・ プ リ ミ テ ィ ヴ ィ ズ ム 」 との 相克 がな けれ ば ， マ レ イ とペ ー リ カ の 「死 と

再生」 は あ り得 な い
。 そ れ は 『洪水』 の 場合 も同様 で

，
ソ フ ィ ヤ とガ ー ニ カ と

い う二 項対 立が 生 と死の 弁証法を紡 ぎ， 最終的に 両者の 再生 を可 能に する の は ，

既 に 見て きた 通 りで ある
。

つ ま り， ザ ミ ャ
ー

チ ン の テ キ ス トに お ける 二 項対立

は ， 非常に 生産的な意味づ けを され て い る の で ある 。 第二 点は ，
こ うした 対立

する二 者は 決 して調停 され る こ とは な い とい うこ とで ある
。

三 作晶全て に お い

て ， 対立は そ の ま ま に残 る 。 『最 も大切な こ とに つ い て の 物語』 か ら， 地 球 と

異星 の 衝突 を描 く次 の
一

節を 引用 し よ う。

　 「最 も大 切 な こ とは 早 く地球へ 衝突す る こ と， そ の ときの 轟音 ，
こ うした す
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べ て が私 と共 に す っ か り，地 球上 の 壁や機械がす っ か り燃 え尽 きて し ま うこ と，

そ して 赤紫 の 炎の 中に ， 新 しい 炎 と燃 え る幾人 もの 私 が 現れ ， や が て 白 くあた

た か い 霧の 中に ， ま た 花に 似 て 細い 茎で 新 しい 地球 に 結び つ け られ た 人 々 が 出

現す る こ ど だ が こ の 人Q 花が 成熟 した ときに は … …
」 （412）

　 二 つ の 星 ， 即 ち テ
ーゼ とア ン チ テ

ーゼ は ， ダイ ナ ミ ッ ク に ぶ つ か りあ う，
つ

ま り死ぬ こ とに よ り新た な生 へ と至 る
。

ザ ミ ャ
ー

チ ソ は こ の 昆 の 衝突の イ メ
ー

ジを 好 ん だ ら し く， 『最 も大 切な こ と に つ い て の 物語』 と同年 に 書か れ た エ ッ

セ ー 『文学 と革命 とエ ン ト 1・ ピ ー
に つ い て 』 （《0 ，ma

’
repaType

，
　 peBoπ R⊃ulm 　 M

∂HTPOHHLI 》）に は 次 の よ うな くだ りが あ り， 二 者の 相克 か ら死 へ
， そ して再生

へ
， とい う図 式を確 認 させ て くれ る

。

　 「二 つ の 死ん だ暗い 星が 耳に は 聞 こ え な い つ ん ざ くよ うな轟音を あげて衝突

し， 新 しい 星を燃 え立た せ る 。 」 （C291 ）

　た だ し こ れ は 最終的な生 で は 決 し て な い
。

「人 の 花が成熟 した と きに は 」 ま

た 新た な ダ イ ナ ミズ ム が 生 じ， 同様 の 歴 史が反復 され る の だ 。 最後 の 革 命な ど

存在 しない ， と高らか に 宣言す る 「文学 と革命 と… …
』 中で ，

こ の 思想は 革命

に 関す る思想 として 披瀝 され る 。

　 「革命の 法 則は 赤紫色で 炎 々 とた ぎ り死 を もた らす もの で ある 。 しか し ， こ

の 死 とは 新 しい 生 、 新 しい 星 の 始 ま りの た め に あ る 。

一 方 ， 氷 の よ うに ， 凍て

つ い た 惑星間 の 無限の 空 間の よ うに 冷 た く， 青白い もの が エ ン ト Pt ピ ー
の 法

貝脚 で あ る 。 赤紫の 炎は 薔薇色に ， 穏や か に ， 温 か くな り， 最 早死 を もた らさ

ず心 地 よ い もの とな る
。 （中略）惑星 を再 び 若 さで燃 え立 た せ る に は

，
こ れに

火を放た ね ば な らな い
。 」 （C292 ） （『最 も… …

』 の 中 で は ， 二 つ の 星 が 衝 突 の

瞬 間赤紫 の 炎で 包 まれ る c ）

　炎 々 と た ぎる炎 が冷 え 切 っ た と き， 何 よ りも要求 され る の は 再生の た め の 新

た な炎だ
。

こ の よ うな ダイ ナ ミズ ム の 存在とそ の 維持は
，

二 者間の 調停機能を

重視す る神話概念 とは 全 く相 容 れ は しない
。 テ キ ス ト全体は 調停 され る こ と の

な い 二 項対立群 ， 例 えば 『北方』 の 場 合 「都市と田 園」 1合理 と 非 合 理 」等の

対立群に 彩 られ ， そ の 弁証法的 ダイ ナ ミズ ム が 「死か ら生 へ 」 を 可 能に す る
。

ザ ミ ャ
ー

チ ン の テ キ ス トは 決 して 神話 そ の もの で あ る とは 言い 得 な い
。

そ れは

様 々 な点で 神話的 なテ キ ス トで あ り， 神話 とい う文化現象を有効 に 利用 して い

る が ， そ の 中で 神話の 規範 と して の 力 を完 全 に 否 定 して い る の で ある 。
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　現代作家 の 小説が神話そ の もの た り得ない とい う当然 の 如 き結論 は ， だ が 以

上 に 述べ て ぎた よ うな神話の 再購成 と， ザ ミ ャ
ー

チ ン に 固有 の ダイ ナ ミ ズ ム に

よ る神話か らの 逸脱 に よ っ て
， 作家の 神話 との 関わ りの 独 自性を浮上 させ ， そ

の 創作 の 特質 を 明 らか に す る 。 しか し最後に 残 る問題は ， 「ダイ ナ ミ ズ ム 」 故

に 神話そ の もの とは な り得 ない テ キ ス トが
， なぜ神話的 モ チ ー フ や イ メ

ー ジ ，

循環的 時間 に 貫か れ て い る の か ， 換言す れ ば ， ダイ ナ ミ ズ ム に よ っ て 解体せ ん

と して も解体されない 神話 の 枠組 が なぜ依然 と して残存 して い る の か ， とい う

こ とだ 。 作家 自身が 「神話」 に つ い て 言 及 した ご く少な い 一 例を挙 げよ う。

　 「神話は 広範な レ ン ジ を保証 し ， また 作家が 日常へ と硬直 して し まわ ぬ よ う

保証す る」 （C263）｛10

　ザ ミ ャ
ー

チ ン の 文学論 で は ， 日常 ・　6blT は 常に 6blTHe・ 真の 実在 と対比 さ

れて 使用 され る 。

（IS）手法 と して ， 世界感覚 と し て ， そ の 創作に 深 く根を お ろす

神話は 6blT を越 え る特異 な文学的時空間の 設定を 可能 とす る 。 ザ ミ ャ
ー

チ ン

が神話を利用 した 理 由の
一

つ は こ こ に ある
。

しか し ， 彼の 意図は 無論それ の み

に 収斂 さ れ る もの で は ない
。 まず第一

に ， 作家 の 生 きた ア ポ カ リプ テ ィ ッ ク な

時代状況の 中で ， ザ ミ ャ
ーチ ン は 何 と して も人類の 始 ま りを物語 り， 永遠 の プ

卩 ト タ イ プを具象化す る神話を活性化 させ そ の 中で 語 る必要が あ っ た の だ
。

そ

して 第二 に ，
ロ トマ ン が述べ る よ うな ， 不 条理 や

一
回性 の 出来事で ある 偶然や

変則を規範 と秩序に 収め て い く 「本来 の 」 神話に 対 し ， 正 反対 の 対応を見せ る ，

即ち変則や偶然性 を誘発す るザ ミ ャ
ー チ ン の テ キ ス トの 意味を把握 し よ う。

三

作品 に 描か れ る常識 を こ え た と きに イ ン モ ラ ル な恋愛や 犯 罪は ， 現代 の規範や

秩序に は 収 ま らない
， ま さに 変則的で 不条理 な現象で ある

。
ザ ミ ャ

ーチ ン は こ

の 変則性 ・不 条理 性を解消す るの で は な く， 逆 に こ れ を 生 産的で 創造的な もの

と して 捉え ，
こ れが生み 出す結果を ， 即ち 「死か ら生へ 」を選び取 っ て い く。

『北方』 の 心 中は 結果的 に ， 両 者 が積極 的 に 体験 し て い く愛 と精神的再 生の 神

話 的加入 儀礼 とな る 。 『最 も大切 な こ とに つ い て の 物語』 で は ， 男に よ る 少年

の 殺害を契機 と して 「母 」 は 地球 との 衝突 ，
つ ま り死 の 後 の 再生を決意する設

定 とな っ て い る
。

『洪水』 に 至 っ て は ，
ソ フ ィ ヤ の ガ ー ニ カ 殺 害な し に は ソ フ

ィ ヤ ばか りか ガ ー
ニ カ の 再生 もあ り得 なか っ た 。 そ して こ こ に こ そ ， 従来の ス

タ テ ィ ッ ク な神話 の 持 ち得な か っ た 力動的な創造性 が存在 して い る の で あ る
。

秩序 と調停機能 を 内在 させ る神話 とい うス タ テ ィ ッ ク な シ ス テ ム は ， ザ ミ ャ
ー

チ ン の ダイ ナ ミズ ム が持 ち込む 二 項対立 や偶然性， 即 ち エ ネル ギー や創造性 を
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生み 出す要素を注入 され て 文字通 りダ イナ ミ ヅ ク な シ ス テ ム へ と生まれ変る
。

つ ま り， 筆者がザ ミ ・v　
−y チ ン の 創作 の 特質 と した 弁証法的 ダ イ ナ ミズ ム が ，

い

わ ｝X
“一一L

般 的 な意味で の ダ イナ ミ ッ ク な神話 の シ ス テ ム を誕生 させ るの で あ る
。

　ザ ミ ャ
ーチ ン は ， 現代に お い て 疲弊 した 古代的な神話的枠組に こ れ と相容れ

ない 弁証法的 ダ イ ナ ミズ ム を持ち込 ん だ 。 そ して 二 項対立や 偶然性 とい う従来

の 神話 で は 抑制 され る要素に 肯定的意味づ けを行い
， 逆に 神話に 新た な生命 を

与え ， 活性化 させ る こ とを選ん だ 。 永遠の 「死 と再生」 の 主題は ， その 神話性

故に 「神話 の 再生」 の 絶好の 踏台 とな っ た とい え よ う。 ザ ミ ャ
ーチ ソ とい う20

世紀の 一 作家 と 「神話」 の 関係は ， あ くまで こ の 点，
ス タ テ ィ ッ ク な神話か ら

の 逸脱 とそ の 力動化 。 活性化 に 始 ま っ て い る の で あ る 。

注（1） ア メ リ カ の 研究者 A．M ．　Shane は ， 1968年 に ザ ミ ャ
ーチ ン の 初 の 本格的評伝並

　　び に 包括的作家論か らな る 著書を 出版 し，
こ れ は 以 後の ザ ギ ャ

ー
チ ソ 研究 の 必 須文

　　献 とな っ た 。
Alex　M ．　Shane ，

　The 　 Life　and 　Works 　of 　Evgenij　Zamjatin，
　Ber・

　　kely　 and 　L．　A ，： Univ．　 of　California　Press， 1968． こ の 著書中 ，
　 Shane は 作家

　　 の 全 創 作 時 期を 四 つ に 区分 し て い る
。

　　 1 初期（1908− 17） 2 中期（1917− 21） 3 過 渡期（1922− 27） 4 後期（1928− 35）

　　　中期は 量 的 ・質的 に も最 も充実 し，意外 性に 満 ち た 設定 ・プ ロ ッ ト，独 自の シ ン

　　 タ ク シ ス
， リ ズ ム ・音響効果 の 利用 ， 巧 み な イ メ ージ操作等で 作家 の 代表作と い わ

　　れ る作品 を 生ん だ 時期，過 渡期は い わ ば実 験期 で 作風 が一定 せ ず文体 も多様 ， 内容

　　も哲学的な もの か ら コ ミ カ ル な風刺 ， 聖者 伝を も とに した も の ま で 実 に 多 彩 で あ

　　る
。 後期は こ うし た 実験 の 時期 を過 ぎ，

プ P ッ トも文体 も簡 明 さを特色 とす る 。 本

　　稿の 筆者 と し て は ， こ の Shane の 分類を 妥 当 と考え ， 対象作 品 の 選択 に あた り こ

　　れに 従 っ た
。

　（2＞ 以下 に 三 作品 の 粗筋 を掲 げる 。 な お ， 作 品の 要約 ・引用 は 次 の 作 焔 集 に よ る
。

　　EBreHvath　 3aMflTvaH，
　 Z36paHHble　 np 。H3BelleHMfi

，
　 M ．： CoBeTcKH益 fiHcaTenb ，

　　1989・本文中 で 使用す る場合 ， 末尾に ペ ー
ジ数を 記す 。 訳は 筆者に よ る 。

　　　 『北方』

　　　北方 ロ シ ア の 前近代的 な寒村 を舞台 に 物語が 展開す る 。 主要登場人 物は
， 狩猟 と

　　漁 で 生計を た て ，熊に もた とえ られ る素朴 で 逞 し い 青年 マ レ イ と ， 年毎 に や っ て く

　　る ラ ッ プ ラ ソ ド人 の 娘で ， マ レ イ と激 しい 恋 に お ち村 に と ど ま る ペ ーリ カ 。 そ し

　　て ， 村で 唯一の 商店の 主 人で 金持 ， 「西洋 流 に 」「ペ テ ル ブ ル グ で は 」が 口 癖 の コ ル

　　b マ
p 更 に は 村 の 賢者 イ ワ ソ

， 「母」 と慕わ れ る マ トリ ョ
ーナ

。
b ル トマ は 野性 の

　　美 し さ を 放散す る ペ ー
リ カ に 目を つ け ， 純朴 な マ レ イ を 「ペ テ ル ブ ル グ に ある よ う

　　な」街灯づ く りに 巧 み に 熱中 さ せ る 隙に 彼女を奪 う。
マ レ イ の 街灯 の 実験は 失敗に

　　終 り
， 純粋な 恋を も失 っ て 死 人 の よ うに 生 ぎる青年と娘。 小説は ペ ー

リ カ が 仕組ん

　　だ 熊撃 ち で の 心 中場面で 終 っ て お り， 二 人 の 生 死 は 明示 さ れ て い な い
。

こ の 心 中
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は ， 愛 の 悲劇 と と る （従来 の 解釈で あ る 。 例 え ば
，
D ．　J．　Richards， 乙i墾 芝a亟旦三一典

§oviet 旦璽皇亘g 　London ： Bows ＆ Bows 　Publishers　 Limited，
1962

，　pp．33−34

等）よ りも， 二 人がそ の 愛 と精神的再生を 賭f覆壓的．匹体験 し て ｝二≦ゴ
ニ シ エ

＝ 7一

ヨ ン と と るべ きで あ ろ う。
ペ ー

リ カ が 準備 し ，
マ レ イ の 分 ：身 ・熊 に よ っ て 果 た され

る 悲劇は
， 曾 て の 愛の 成 就 の 季節 ， 愛の 場所 に お い て ， 壊れ か け た 愛を 死 の 危機を

通 じて 再生 し，二 入は 「墓」（死） と表現 され る曾 て の 寝1宣三 蒼Q 虫璽遡L壁ユ籌L 鑾

の 復活を通 じた精神的再生を遂げ る か らで ある
。 （下線 は 筆老に よ る 。 以

一
ド同 。 ）

　 『最 も大切 な こ と に つ い て の 物 語』

　冒頭で 三 つ の 世 界が 呈示 され る 。 第
一・は ，明 日蛹 と な っ て 「死 ぬ 」運命に あ る 毛

虫。 だ が こ れ は 勿論，墜へ の メ タ モ ル フ ォ
ーゼ と止 う 「再 生」へ の 毬行 匹過ぎなh 。

第二 は ，
ソ ビ エ ト勢力 の オ ル ロ フ カ と こ れ に 反 抗す る ケ ル ブ イ の 二 つ の 村が 争 う地

球 。 第三 は ， 地球 へ 向 っ て 疾駆 し て くる 空気 の 残 り少な い 終末 の 色濃い 星 。
二 つ の

村 の 戦闘は オ ル P フ カ 側の 勝利に 終 り， ケ ル ブ イ の 指 導老 ク コ ヴ ェー
ロ フ は 明朝 処

刑 され る こ と とな る 。
オ ル ロ フ カ の 擣 導者 ドル ダ は ， 曾 て ク コ ヴ ェ

ー P フ と監獄 の

同房 で 暮 し厚 い 友情 で 結 ば れ て い た 男で あ り， 彼 の は か ら い に よ っ て ，
ク コ ヴ ェ

ー

ロ フ は 恋入 タ
ー

リ ャ と死 の 前 の
一夜 を 共に 過 ご す 。

こ こ で 彼匿一［些は 存套 しな し」＿

．と亙上至塞実に 到達 し ， そ の 証と し て
，

タ
ー

リ ャ が恋人 の 分身であ重一歩モ璽 舞麩 ：

あろ うこ と が 暗示 され る 。

一・
方 ， 異星 に は ， 夫婦 と夫 の 愛人 ， 盲 目 の 少年の 四 人 が

生 き残 るば か りで あるが ，
こ の うち の 妻は 曾て 等 し く三 人 の 母 で あ っ た （鹸廻転生

の 思想）と い う言及が な され， 大 文字で MaTb と呼ば れ一一一　Ptの 聖性 を 付 学さ れ て

い る
。 男 （夫） と女 （愛人）は 空気を 独 占す る た め に 少年 を 殺害 す る

。
「N 」は 星

の 大時計を 操作 し て ， 我 々 は 地 球 へ 向 う と宣 言す る 。 杢説り毋後嬬 二？り塁の 便

突，死滅 ， そ して そ の 後 の 再 生が 暗示 され て い る 。

　 『洪水 』

　舞 台は 革命直後の ペ テ ル ブ ル グ 。 不妊に 悩 む中年女性 ソ フ ィ ヤ は ， 工 揚 勤め の 夫

ト ロ フ ィ
ー

ム に 去 られ る の で は な い か とい う恐怖 か ら，孤 児の ガ
ー

ニ カ を 養女 に 迎

え る
。

だ が 夫 と少女 の 仲睦 ま じ さは ソ フ ィ ヤ に 疎外感を 与え ， 教会や 癲欄行 者の も

とへ と通わ せ る よ うに な る 。 ある 日遂に 露見す る夫 と ガ ーニ カ の 密通 は ソ フ ィ ヤ に

堪え難 い 苦痛を 与 え ，
ガ ー ニ カ殺 害 へ と至 らせ る

。
こ の 犯行 の 夜 ， 永年不妊に 悩ん

だ ソ フ ィ ヤ は 夫 の 子 を身籠 り至 福の と きを 過 ご す が
， 常に つ き まと う終末 の 予感 に

悩 ま され ， 出産 の 後 ， 産褥熱の 苦 しみ の 巾で 殺人 を告 白 し小説 は終 る。 少顧蟻 一一堕

らか に 二 人 の 女性 の 「死 と再生」を主 題 と して い る 。 即 ち ソ フ ィ ヤは ， 自ら の 不 妊

・孤独 ・殺人 ・妊娠 ・出産 ・自白を通 じて 精神的 「死 と再生」 を，若 さ と性 的な魅

力の 頂点で 生命 を断 た れ る ガ ー
ニ カ は

，
ソ フ ィ ヤ の 産む新生児 と して 文 字通 り肉体

璽∫壅重．亘生」．を遂 ゆる．（そ の 証拠 と して
，

ガ ー
ニ カ の 死 と ソ フ ィ ヤ の 受 胎 の 同時

性 が特 に 強調 され て い る こ と， ソ フ ィ ヤ が生 まれ たば か り の 我が 子 の 性 別 を ， 聞 か

され る前か ら既 に 女 と知 っ て い る， 等が 挙 げ られ る ）。 小説の タ イ トル で あ る ネ ヴ

ァ 川 の 「洪水」は ， 周到に ソ フ ィ ヤ の 感情 と の パ ラ レ リズ ム を 強調 され ， 彼女 の 殺
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　 人行為 や 冉白 は 常に 洪水 に 伴わ れ る
。

（3）　ヨ ナ 書 に つ い て は ， 新改訳聖書 刊行会翻 訳 『聖 書』，　日本聖 書刊行 会 ， を 参照 。

　 ス ラ ブ 語聖 書 へ の 言 及 に 関 し て は ， 瓢HΦo刀orHqecKH 薀 enoBaph ，　M ・： CoBeTcKafl

　 三∋bHlxHKnolleAvafi
，
1990

，　cTp ，249．　を 参照 。

（4）　ザ ミ ャ
ー

チ ン 自身 が 『舞 台裏』（《3aKyπHCbl 》
，
1929）に お い て 自らの イ メ ジ ャ リ

　
ーに 対 す る態度 を鼓 瀝 し て い る の で こ こ に 引用す る 。 な お ，

ザ ミ ャ
ーチ ン の 論文 ・

　 ＝
ッ セ ーに 関 し て は 次 の テ キ ス トを使用 ， 引用 の 末尾 に は C の 文字 と ペ ージ数を 記

　 す 。 訳 は 筆者 に よ る 。
EBreH雌 3aMfiTnH，　CouvaHeHHfi，　T．4，

　Mttnchen ： ANei ・

　 manis 　Buchvertrieb 　und 　Verlag
，
1988．

　　「私が ば らば らの
一

回 性 の イ メ ージ を使用す る の は 稀 な こ とだ 。 （中略）私 が あ る

　 イ メ ージ を か た く信ず る とす る な らば
， それは 必ず や 派生 的イ メ ージ の 完結 した体

　 系 を 生み 出 し，
パ ラ グ ラ フ や ペ ージ を越 え て 根を伸ば す も の で な け れ ば な らぬ 。 」

　 （C306 ）

（5） 例 え ば
，
Shane

，
　op ．　cit

，
　p．196．

  r第三 の 聖書』 に 関 し て は ， ザ ミ ャ
ーチ ソ の 同時代人 メ レ ジ コ フ ス キ イ の 影響を

　 読 み 取 る こ とが可 能だ ろ う
。 詳細は 避 け る が

，　メ レ ジ コ フ ス キ イ は 「第三 聖書」

　　（第
一

聖書 ＝ 1日約 ， 肉の 聖 諷 第 二 鑿 書 ＝ 新 約，霊魂 の 聖書 に 続 く）な る もの を 卩昌

　 え ， そ の 宗教 観の ア ポ カ リ プ テ ィ ッ ク な 性質は 本 小説全般 の 雰囲気 と相呼 応す る も

　 の が あ る か らで あ る 。 なお 彼 の 「第三 聖書」 ；e つ い て は 次の 論文 を 参照 し た 。

　　C．正LBedford， “ Dmitry　 Merezhkovsky
，
　 The 　 Third 　 Testament　 and 　the

　 Third 　Humanity ，

” Slavonic　and 　East　Europian　Review
，
　vol ．13，

　no ．98，
1963

，

　 pp，ユ44−160．

  　 『洪水 』 の イ メ ジ ャ リーに 関 し て は ，『舞台裏』 で 作者自ら解 説を加 え て い る 。

　 「『洪水 』 に お い て は ， 洪水 の 統合的 イ メ
ージ が小説を 通 し て 二 つ の 局面 を 貫 い て

　 い る
。 実際の ペ テ ル ブ ル グ の 洪水 が 心 の 洪水 に 反 映 し

，
そ し て こ れ ら共通 の 河床に

　小説 の す べ て の 基本 的 イ メ
ージ群 が 注 ぎ込ん で い る

。 」（C306）

（8） 本稿 で の 厂洪水」 に 関す る概念 に つ い て は ， M ．エ リ ア ーデ の 著作を 参考に した 。

　M ．エ リ ア ーデ ， 丑⊥ ア ーデ著纏 …笙二 巻 『豊饒 と再免 』， せ りか 書房 ， 1985。』丞

　遠 回 帰 塑 ， 未来社，1963。 等 。

（9） ド ・フ リース に よn ば
，

こ うし た浬豚 神話は ア フ リ カ 以外の 各地 で 見 出 され る と

　 い う。

　ア ト ・ド ・フ リ ー
ス

， 『イ メ
ージ

ニ22 ／ ボ ル 事典 』， 大 修 館書店 ，
1984

， p．253．

（1◎　
エ リ ア

ー
デ ， 『豊 饒 ζ再 生 』， pp．89−90．

  K）・瓢』 oTMaH ，
“ np ・rrcxo ＞K」［eHvae ・cl・MceTa ・B ・THnon ・rHqecKoM ・cBeLUeHHH

”

，

　 BKH ．　CTaTbH　ito　THnonoPau 　KyabTypbl
，　 TapTy

，
1973

，
　cTp ．9−41．

  　ク 卩
一 ド ・レ ヴ ィ

＝ ス h ロ
ー

ス 日本講演集 ， 『構造 ・神話 ・労働』，み すず書房，

　1979
， p．66．

  　E．M ．ハへeJπeTHHcKH 且
，　nogTHKa　Mu φa

，
　M ．： HayKa

，
1976．
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e毒　Claude　Levi．Strauss
，

“ The 　Structual　Study　of 　Myth ”

，
　Journal　of　Amerikan

　Folklore
，
1968

，
　pp．428−444 ，

　p．440 ，
443．（邦訳 は

，
ク ロ

ー一ド ・レ ヴ ィ
：＝ス ト Ft 一

　　ス
， 『艟一造A 類 学』，

み す ず霽房 ， 1972
。 第11章 「神話 の 構造」， pp．228−256．）

  　こ こ で 言 う 「プ リ ミ テ ィ ヴ な もの 」「プ リ ミ テ ィ ヴ イ ズ ム 」 と は ， 「肉体や 性 愛，

　社 会規範 に 抑制 され な い 自由 へ の 志 向，非合理 的 な 感情 の 発露 へ の 積極的肯定 ， あ

　　る い は 自然 と の 合
一

の 賛美」 を 含意 する とす る。

  　ザ ミ ャ
ーチ ン の 「エ ソ ト 卩 ピ ー

と エ ネ ル ギ ー」概念 に つ い て は ， 代 表作 『われ

　　ら』 （〈（Mbl》
，
1920−21）中 の ヒ ロ イ ン の 発す る次 の 言葉を 引用 し て 説 明に 代 え た い

。

　　「『い い ，世界 に は エ ン ト ロ ピ ー
と エ ネ ル ギ ー

と い う．：　一つ の カが あ る で し ょ う
。

一

　方 は 最高に 幸福 な静謐 を ， 幸せ な均衡を 目指す 。 も う一方は 均衡 の 破壊を ， 苦 しみ

　に 満 ち た終 りの な い 運動 を志 向す る 。 こ の ＝ ・ソ ト m ピ ー
の 方を ， 私 達 の

， とい う よ

　　り あな た 方 の 祖先 の キ リ ス ト教徒 は 神 と し て 崇め て きたわ け よ 。
で も私 達ア ン チ ・

　キ リ ス 1・者 は ……』」 （640）。
こ こ で の ヒ ロ イ ン は ， 明 らか に 作 家 自身の マ ウ ス ピ ー

　　ス で あ る 。

  　　『新 し い 1・ シ ア 散文』（《HoB 砌 pyccKafl　npo3a ＞＞
，
1923）　よ り。

  　例 えば 前出の 『文学 と革 命 と エ ン ］・ロ ピー
に つ い て 』等 。

《瓢H Φ》 H 《双HHaMH3M 》 BTBoPqecTBe 　E．3aM兄THHa

｝〈∋thKO　I〈yCAHO

　　　　《CeBep》（1918）， 《PaccKa30caMoM 　rLlaB｝
・loM 》 （1923），

《HaBonHem ｛e》 （1929）
一 9TH 　npoH3Be 双eHHH 　HrpaK ）T　Ba ｝KHyK ） ponb　B　TBopqecTB 宇　E・3ai；fiTHHa 　Ho 　To 銘

nPHql ｛He
，　qTo 　oHH 　Bce 　月pIくo 　Bon πo 皿a…｛｝T　TeMy 　《cMepTb 　胚 　Bo3po 冫K双eHHe 》

，　HPe −

AcTaBn 分H　4　HepHo 双a　 JmTepaTypHo 貢 八eヨTeJlbHocTH 　 nHcaTenfi （1908−17，1917−21，
1922−27

・ i塑 …）・　∈）Ty 　T｝｛HHqHyK ） nnfi　3aMHTHHa　TeMy ，　B　o61Ullx 　qepTax ，　npvaHH ・

MaK ）T　3a　nvaqHoe ，
〇八HHoqHoe 　H 　cnopa 且HqecKoe

，　Ho 　aHaJIH3 　ePo 　TBopI ｛ecTBa 　瓜aeT

oqeHb 　HHTepecHble 　pe3yJ正bTaTb 【： BBbluleyl 〈a3aHHblx 　npoH3Be 瓜eHH 刄x　TeMa ．《cMepTb

H 　Bo3po 冫KAeHHe 》　pa3BHBaeTcH　oT 　paMoK　《」旧 qHoro 》　K　MaclHTa6y 　《B｝狐 a》，　 H　B

sToM 　Hpo ロecce 　MH Φy　AaH 　60Jlbmo苴 cMb 匚cJL 　3Ta　TeMa 　o6peTaeT 　nocTo 只HHH 営　H

Bceqe πoBeqecKmb 　xapaKTep 　c　mM 。環 脚 M呻 a．

　　　　Bo−nepBHx
，
　TeKcTbl 　3aMHTHHa 　Harlo 刀 HeHH 　MH ΦHqecKHM 騒 06pa3aMH 　H　annK ）−

3H 兄MH ・BqacTHocTH 　HMelo 叫 HM 琶 cBfi3b 　c　6H6π He 蘯．　 B　noBecTH 《CeBep 》 Mhl 疑axo ．

nHM 　npeAaHHe レloHbl
，
　 B　paccKa3e《PaccKa30caMoM 　rJ玉aBHoM 》　anoKaJ 加ncHqecK −

He 　o6pa3bi 　BMecTe 　c　npeAaHHHMH 　l〈HvarH　BblTHfi（AAaMa　H　5）Bbl
，
　KaHHa　H　ABenH

HT ・A ・）；BnoBecTH 《HaBo，［tHeHHe 》 TaKHe 　x｛e　aHoKa 浬 Hc 困 ecKvae 　 o6pa3bl 　 H　npe 一

八aHHe 　HoH ・　∂Tn 　o6pa3bl 　H 　rlpe 八aH 胚 H
，　noBecTByfi 　o 　Haqane 　H 　I〈oFIUe 　cyAb6bi

qeJloBeqecTBa ，　 KoHe 罵｛Ho
，　 npunaKoT 　TeMe 《cMepTb 矼 Bo3pQ 冫Kj［teHHe》　BceqenoBeue ・
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cKHfi  MacmTa6.  Ho  He  cneAyeT  lloHliMaTb  KoHuellunlO  cMePl'x H  Bo3Po>iCAeHva"  c

TOgKH  3PeHHA  TOnbKO  XPHCTHaHCTBa.  Y 3aMflTHHa STY  KOHUeNUHIO  JIOMKHO

BocnpvaHHMaTb  c 6onee  o6mHpHoti  no3HuHH,  aHTMgHbrti,  n3blgeCKmb  H  yHzBePca-
nbllblFl MHop  "OallePM<HBaeT  ee:BCneACTBHe  9TOrO  B03PO)ICAeHvae XPHCTHaHCKOrO

Ayxa  npeBpausaeTcH  B Bo3po>lcneHHe  fl3hlHecKoti  nnoTH.

     Bo-BToPblx, TeKcTbl  3aMfiTHHa noAuHHeHN  uHKxHzlecKoMy BPeMeHHoMy

J[BH>KeHH}o, KoTopOe  flBJI"eTCfi Ba>KHova  oco6eHHocTbH)  Mfl(i)a. DTo  BpeMeHHoe

nBH)KeHHe  3HagHT  nOBTOPeHvae  BPeMeHn  rOAa  H  UePeAOBaHHe  CBeTa  H  TbMbl

cyToK.  HanpprMep, B noBTopeHHn  BpeMeHH  rona,  BecHa  cB"3HBaeTcH  c Bblpa>ice-

HgeM  po}KneHMH g  nyxoB}Ioro  BocKpeceHHfi,  a "eTo-c  BepmHHova  >KH3HeHHoti

cvanliI, oceHb-co  cMePTblo  M  nyxoBHoti  6ecanoJIHocTb}o, 3HMa  -"penHyBcTBHeM

KoHua,  li BMeCTe  C TeM  BocKpeceHzn.  Co6blTvaA B  npoli3BeAeHH"x  3aMfimHa

HpovacxonsT  B cooTBeTcTBHva  C gToth  cHMBonnKoB.  BegHoe  um<nHllecKoe  BpeMeH-

HOe  nBH>KeHvae CMeHHeTCfi  XPliCTHaHCKHM  nMIethHblM  H FEtPaHTHPYeT  BeHHble

KcMePTb  n  B03PO>lcneHHeD.  OHo va BblmeyKa3aHHIire  MH(l)HuecKHe  o6pa3bl  xapaK-

TepH3yloT  TeKcTbl  3aMfiTvaHa KaK  MH(l)onorHgecKHe.

     OAHal{O MH(l)OnOrngeCI<Me  TeKCTbl  ePO  OTHH[}JLb He  TOJIbKO  nOJCPa>KaHH"

MHq)y,  oHx  aKTxBHPyloT  cTaTMgecKHe  aTPH6yTbl  (i}yHKu"H  MHci)a,  6yAyuH  Hano-

JHeHHblMH  9neMeHTaMH,  YKnOHfiEOMHMHCH OT  MXtpa.

     MHorHe MHchonorH  (.TIeBH-CTpocc, E. IVLeneTHHcKHva u  T  fi.) ofipenenfiH]T

noH"T"e  Mit{i)a KaK  HopMaTHBHyro  (i}opMy,  KoTopafi  HMeeT  Heva3MeHHoe  cTpeM-

"eHxe  I< rropHJIKy  u nocpeJ[HHuecTBy  Me)Kay  AByMfi  llpoTHBonono>KHocTfiMu.  DTo

onpeaepeHze  MHopa  06HaPy>KHEaeT  Pa3nHgHfl H  nPoTHBopequa  Me}Icny  qMH{I)eMD

M  KMHtponornvecKHMH  TeKcTaMHD  3aMfiTHHa:

     1. TeKcTbi n  MHpoBo33PeHHe  (CcMePTb tl Bo3po>lgneHHeD)  3aMHTHHa ocHo-

BaHbl  Ha  nonaep>KaHliva  KAHHaMH3Ma),  cnoBoM,  cymecTBoBaHau  nByx  npoTnBono-

Jo>I<HocTeB,  ux  cTonKHeBeHHH  li Pa3PemeHnn AllaneKTugecKMM  MeTonoM  6opb6bl

npo,THBonono>KHocTeti  va BeqHo  nponon>KeHHH  gToro  npouecca.

     2. B TeKcTax  3aMHTHHa  al{THBHo  Mcnonb3yloTcfi  cnyuavaHocTH  H  HeHoPMa-

nbHocTH,  a B  MHipax  oHH  noAaBx"roTcfi.

     B  TeKcTax  3aMfiTMHa Mva(P  noABepraeTcfl  nepeopopMnpoBallvaro,  a HPHCymvait

3aMfiTrn{y KnHHaMH3M)  cnoco6cTByeT  yKnoHeHva}o oT  MH4]a.  B pe3ynbTaTe llPoBe-

AeHHOrO  aHaaH3a  Bhl"BXAeTCfi  OPHrliHanhHOCTb  "HCaTenfl  B OTHOrlJeHHH  K MHopY.

B gToM  H  cocToHT  oco6eHHocTb  TBopgecTBa  3aM"Tgtla: oH  napanoKcanbHo

aKTvaBHpyeT  H o>icxBnHeT  Mvaip, BHocfi  B aHTHgHylo  MlitponorugecKylo  cTpyKTypy

c tHHaMH3M),  KoTopNfi,  Ka3aatoCb  6br, HecoBMecmM  c MH4)oM,
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